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学 校 名 創 立 年 月 所 在 地 児童数 学級数 教職員数 電話／FAX

第一小学校 明治元年９月 沼津市八幡町65番地の１ 232 11 27 962－0351�
962－0321

第二小学校 明治６年９月 沼津市常盤町２丁目32番地 97 6 22 962－0352�
962－9533

第三小学校 明治19年10月 沼津市下香貫下障子3157番地の２ 262 13 24 931－0353�
931－0352

第四小学校 昭和２年11月 沼津市御幸町４番１号 414 17 43 931－0354�
931－0367

第五小学校 昭和13年４月 沼津市米山町９番１号 332 13 31 921－0355�
921－0356

開北小学校 昭和32年４月 沼津市高沢町17番１号 333 13 31 921－4041�
921－4042

千本小学校 昭和19年４月 沼津市本字千本1910番地の19 51 5 18 962－0356�
962－5408

片浜小学校 明治６年７月 沼津市大諏訪41番地 297 14 31 962－0357�
951－1483

金岡小学校 明治19年４月 沼津市江原町３番１号 660 27 42 921－1371�
921－1370

大岡小学校 明治７年11月 沼津市大岡2358番地 407 16 36 921－1885�
921－1991

静浦小中一貫学校�
（静浦小学校）

平成26年４月
（明治19年４月） 沼津市獅子浜17番地 120 8 29 931－3017�

931－3672

愛鷹小学校 明治８年９月 沼津市西椎路673番地の１ 552 19 35 966－4244�
966－4257

大平小学校 明治23年４月 沼津市大平2200番地 149 7 20 931－5020�
931－5454

長井崎小中一貫学校�
（長井崎小学校） 令和３年４月 沼津市内浦重須字洞畑453番地 57 6 24 941－3111�

941－3112

原 小 学 校 明治６年３月 沼津市原1200番地 482 21 42 966－0034�
966－0040

浮島小学校 明治18年８月 沼津市平沼811番地 186 7 18 966－2004�
966－2549

香貫小学校 昭和45年４月 沼津市下香貫猪沼986番地 441 17 35 931－1234�
931－1233

門池小学校 昭和47年４月 沼津市岡一色88番地の２ 859 29 55 922－1481�
922－1482

今沢小学校 昭和48年４月 沼津市東原字榎田通76番地の１ 322 17 32 966－5522�
966－5523

沢田小学校 昭和54年４月 沼津市中沢田字円丸715番地 269 11 25 924－0161�
924－0162

原東小学校 昭和56年４月 沼津市大塚814番地の１ 187 7 25 967－1213�
967－1214

大岡南小学校 昭和57年４月 沼津市大岡字原田1312番地 457 17 38 962－0355�
962－7644

戸田小中一貫学校�
（戸田小学校）

令和３年４月
（昭和22年４月） 沼津市戸田883番地 29 4 25 0558－94－3028�

0558－94－3841
計 7,195 305 708

２．市立小・中学校一覧表

〔小 学 校〕� 令和６年５月１日現在

（教職員数は、市の事務員・栄養士・用務員ほかを含む。兼務者を含む。）
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学 校 名 創 立 年 月 所 在 地 生徒数 学級数 教職員数 電話／FAX

第一中学校 昭和22年４月 沼津市丸子町692番地の１ 128 7 23 962－1551�
962－1541

第二中学校 昭和22年４月 沼津市本字千本1910番地の19 85 3 18 962－1552�
962－2118

第三中学校 昭和22年４月 沼津市下香貫木ノ宮888番地 387 15 33 931－1553�
931－1552

第四中学校 昭和22年４月 沼津市本郷町24番１号 212 8 25 931－1554�
931－1586

第五中学校 昭和22年４月 沼津市五月町15番１号 392 13 30 921－1555�
921－4099

片浜中学校 昭和22年４月 沼津市小諏訪180番地 165 6 24 962－1556�
962－1730

金岡中学校 昭和22年４月 沼津市神田町４番１号 501 18 40 921－1558�
921－1990

大岡中学校 昭和22年４月 沼津市大岡2110番地 396 15 34 921－1557�
921－2622

静浦小中一貫学校�
（静浦中学校）

平成26年４月
（昭和22年４月） 沼津市獅子浜17番地 79 4 33 931－3017�

931－3672

愛鷹中学校 昭和22年４月 沼津市西椎路733番地 275 9 28 966－4229�
966－4271

大平中学校 昭和22年４月 沼津市大平1144番地 73 3 19 931－5021�
931－5029

長井崎小中一貫学校�
（長井崎中学校）

令和３年４月�
（昭和56年４月） 沼津市内浦重須字洞畑453番地 45 3 27 941－3111�

941－3112

原 中 学 校 昭和22年４月 沼津市原576番地 311 12 33 966－0138�
966－1612

浮島中学校 昭和22年４月 沼津市平沼849番地 96 3 18 966－2040�
967－1404

今沢中学校 昭和50年４月 沼津市東原字下方通289番地の１ 231 12 36 966－9981�
966－9982

門池中学校 昭和50年４月 沼津市岡一色657番地の１ 392 14 35 923－3900�
923－3963

市立高中等部 平成15年４月 沼津市三枚橋字鐘突免673番地 239 6 33 924－8000�
921－7313

戸田小中一貫学校�
（戸田中学校）

令和３年４月
（昭和22年４月） 沼津市戸田883番地 27 4 29 0558－94－3028�

0558－94－3841
計 4,034 155 518

〔中 学 校〕� 令和６年５月１日現在

小・中学校児童生徒数及び学級数

令和６年５月１日現在

校　種 学校数 児　童　生　徒　数 学級数男 女 計
小学校 23校 3,639 3,556 7,195 305

中学校 18校 2,066 1,968 4,034 155

計 41校 5,705 5,524 11,229 460

（教職員数は、市の事務員・栄養士・用務員ほかを含む。兼務者を含む。）

（学級数は特別支援学級を含む。）
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中学校校区 小学校校区 通 学 区 域

第 一 中 第 一 小

幸町（一部）、浅間町（一部）、本白銀町、白銀町、末広町、添地町、西条町、
上土町、本錦町、本丸子町、錦町、丸子町、八幡町、市道町（一部）、真砂
町、町方町、本字下中溝、大手町一丁目（一部）、大手町二丁目、大手町三丁
目、大手町四丁目、大手町五丁目、東間門（一部）

第 二 中

第 二 小

仲町、浅間町（一部）、魚町、通横町、鵰町、新町、本町、下本町、大門町、
東宮後町、旭町、下小路町、宮町、春日町、蓼原町、蛇松町、本蛇松町、下
河原町一丁目、下河原町二丁目、下河原町三丁目、下河原町、本字下一丁田、
本字千本郷林、本字千本（一部）、本字郷林添、千本常盤町、本字松下七反
田、千本港町、本字千本港口、千本東町、千本西町、千本中町、本字前田、
常盤町一丁目、常盤町二丁目、常盤町三丁目、千本緑町一丁目、千本緑町二
丁目、千本緑町三丁目、幸町（一部）

千 本 小
本字千本（一部）、本松下、本西松下、松下町、西間門三丁目、西間門（一
部）、東間門一丁目、東間門二丁目、東間門三丁目、東間門（一部）、市道町
（一部）、真砂町（一部）

第 三 中

第 三 小

我入道秋葉町、我入道外新田、我入道稲荷町、下香貫牛臥、下香貫山宮前、
我入道江川、我入道南条寺、下香貫塩場、下香貫前原（一部）、下香貫浜田、
下香貫善太夫、下香貫上障子（一部）、下香貫下障子（一部）、善太夫西原、
我入道津島町、下香貫島郷、下香貫塚田（一部）、下香貫大久保（一部）、下
香貫柿原、我入道浜町、我入道八間割、我入道蔓陀ケ原、我入道浜方、我入
道林町、我入道東町、我入道一本松町、下香貫汐入（一部）、下香貫樋ノ口
（一部）、上香貫蔓陀ケ原、西島町（一部）、上香貫三貫地、上香貫槇島町（一
部）

香 貫 小

下香貫石原、下香貫藤井原、下香貫矢丸、下香貫木ノ宮、下香貫前角、下香
貫猪沼、下香貫前原（一部）、下香貫上障子（一部）、下香貫下障子（一部）、
下香貫塚田（一部）、下香貫大久保（一部）、下香貫清水、下香貫馬場、下香
貫西村、下香貫上ノ原、下香貫給田、下香貫塩満、下香貫七面、下香貫林ノ
下、下香貫汐入（一部）、下香貫樋ノ口（一部）、下香貫宮脇（一部）、下香貫
宮原（一部）、下香貫山ノ根、下香貫八重、下香貫八重原、下香貫楊原、下香
貫六反、下香貫外原、上香貫二瀬川町（一部）、上香貫九十九洞、上香貫八
重、上香貫坂口、上香貫鉛山、上香貫長洞（一部）、上香貫東坂、上香貫仰天
峰、上香貫三ノ洞、上香貫手城山、香貫が丘

第 四 中 第 四 小

市場町、上香貫長洞（一部）、上香貫切通、住吉町、三園町、玉江町、上香貫
東本郷町、上香貫槇島町（一部）、上香貫宮原町、上香貫獅子路、上香貫一ノ
洞、上香貫二ノ洞、山ヶ下町、本郷町、上香貫三園町、南本郷町、中原町、
上香貫南本郷町、御幸町、吉田町、中瀬町、黒瀬町、上香貫二瀬川町（一部）、
下香貫宮脇（一部）、下香貫宮原（一部）、西島町（一部）

第 五 中

第 五 小

泉町、庄栄町、山王台（一部）、三枚橋町、杉崎町、新宿町、三枚橋杉崎町、
平町、三枚橋荒田、三枚橋竹ノ岬（一部）、三枚橋日ノ出町、日の出町、富士
見町、三芳町、米山町、五月町、北高島町（一部）、大岡〔自由ヶ丘（一部）、
高田（一部）、竹ノ岬（一部）、大岡団地（一部）、日吉（一部）、泉町（一部）、
富士町（一部）〕、大手町一丁目５番

開 北 小 高島町、高沢町、高島本町、双葉町、本田町、寿町（一部）、北高島町（一
部）、沼北町一丁目、沼北町二丁目、西沢田（一部）

３．通学区域一覧表
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中学校校区 小学校校区 通 学 区 域

片 浜 中 片 浜 小 大諏訪、小諏訪、西間門（一部）、西間門一丁目、西間門二丁目、松長

金 岡 中

金 岡 小
神田町、寿町（一部）、沢田（一部）、高尾台、筒井町、中沢田（一部）、西熊
堂（一部）、東熊堂（一部）、松沢町、岡宮（一部）、柳町、豊町、足高、江原
町、沢田町、若葉町、花園町（一部）

沢 田 小 沢田（一部）、新沢田町、駿河台、高砂町、中沢田（一部）、西熊堂（一部）、
西沢田（一部）、東沢田、東熊堂（一部）

大 岡 中

大 岡 小

三枚橋竹ノ岬（一部）、大岡〔石田ヶ丘（一部）、駅前町、自由ヶ丘（一部）、
上石田（一部）、木瀬川（一部）、平和郷（一部）、下石田（一部）、仙岳町、
太田町、高田（一部）、竹ノ岬（一部）、富士通、中石田、富岳町、富士町（一
部）、沼平町、日吉（一部）、大岡団地（一部）、泉町（一部）〕、岡一色（一部）

大 岡 南 小 大岡〔石田ヶ丘（一部）、木瀬川（一部）、平和郷（一部）、下石田（一部）、
日吉（一部）、大岡団地（一部）〕、山王台（一部）

静 浦 中 静 浦 小 江浦、獅子浜、多比、口野、志下、馬込

愛 鷹 中 愛 鷹 小 青野（一部）、鳥谷、西椎路、東原、東椎路、宮本、柳沢（一部）

大 平 中 大 平 小 大平

長 井 崎 中 長 井 崎 小 内浦〔小海、重須、重寺、長浜、三津〕、西浦〔足保、江梨、木負、久連、久
料、古宇、河内、立保、平沢〕

原 中
原 小 原〔新田、西町、東町（一部）、一本松、六軒町〕、植田、西添町、桃里、一

本松、根古屋（ニュータウン原）、原町中一丁目、原町中二丁目、原町中三丁目

原 東 小 大塚（一部）、原〔東町（一部）〕、青野（一部）、柳沢（一部）

浮 島 中 浮 島 小 根古屋（ニュータウン原を除く。）、井出、平沼、石川

門 池 中 門 池 小 共栄町、北園町、岡一色（一部）、花園町（一部）、宮前町、緑ヶ丘、岡宮（一
部）、大岡〔上石田（一部）、北小林、南小林、柏葉尾〕、小林台

今 沢 中 今 沢 小 今沢、北今沢、大塚（一部）

戸 田 中 戸 田 小 戸田、井田

※（一部）については、多校区に属するため、住所により異なる。
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校 舎 等 の 現 況

学 校 名

校 地 の 現 況

屋 内 運 動 場 校 舎
運 動 場

校 舎
敷 地
そ の 他

合 計
プール
形個数木　造 非木造 合　計 木　造 非木造 合　計

1,109 1,109 5,859 5,859 第 一 小 学 校 11,815 9,324 21,139 25m１�小　１

1,382 1,382 6,054 6,054 第 二 小 学 校 12,251 6,665 18,916 25m１�小　１

981 981 7,728 7,728 第 三 小 学 校 8,748 10,174 18,922 25m１�小　１

1,062 1,062 6,709 6,709 第 四 小 学 校 6,960 10,606 17,566 25m１�小　１

938 938 7,596 7,596 第 五 小 学 校 8,639 10,264 18,903 25m１

875 875 6,200 6,200 開 北 小 学 校 9,092 6,064 15,156 25m１

823 823 4,362 4,362 千 本 小 学 校 4,628 5,587 10,215 25m１

1,472 1,472 6,597 6,597 片 浜 小 学 校 10,146 13,131 23,277 25m１�小 １

1,241 1,241 8,076 8,076 金 岡 小 学 校 10,220 12,512 22,732 25m１�小　１

1,043 1,043 16 6,175 6,191 大 岡 小 学 校 10,220 11,484 21,704 25m１�小　１

1,100 1,100 7,983 7,983 愛 鷹 小 学 校 11,436 14,733 26,169 25m１

720 720 23 4,248 4,271 大 平 小 学 校 13,250 6,655 19,905 25m１�小　１

1,097 1,097 7,353 7,353 原 小 学 校 10,500 16,444 26,944 25m１

1,156 1,156 3,861 3,861 浮 島 小 学 校 11,383 4,366 15,749 25m１

924 924 6,500 6,500 香 貫 小 学 校 15,700 12,820 28,520 25m１�小　１

913 913 8,224 8,224 門 池 小 学 校 10,900 7,956 18,856 25m１�小　１

932 932 6,584 6,584 今 沢 小 学 校 21,039 9,885 30,924 25m１

1,146 1,146 6,143 6,143 沢 田 小 学 校 9,157 8,806 17,963 25m１�小　１

1,242 1,242 6,245 6,245 原 東 小 学 校 10,272 12,804 23,076 25m１

1,112 1,112 6,603 6,603 大岡南小学校 12,586 11,387 23,973 25m１�小　１

21,268 21,268 39 129,100 129,139 合　　　計 218,942 201,667 420,609 25m20�小　12

100.00 100.00 0.03 99.97 100.00 率（％） 52.05 47.95 100.00

４．学 校 施 設

〔小 学 校〕� 令和６年５月１日現在（単位：㎡）
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校 舎 等 の 現 況

学 校 名

校 地 の 現 況

屋 内 運 動 場 校　　舎（部室含む）
運 動 場

校 舎
敷 地
そ の 他

合 計
プール
形個数木　造 非木造 合　計 木　造 非木造 合　計

1,420 1,420 4,073 4,073 第 一 中 学 校 10,439 7,046 17,485 25m１

1,519 1,519 4,528 4,528 第 二 中 学 校 9,622 5,749 15,371

1,769 1,769 8,526 8,526 第 三 中 学 校 18,739 13,309 32,048 25m１

1,555 1,555 6,358 6,358 第 四 中 学 校 7,660 11,652 19,312 25m１

2,240 2,240 8,312 8,312 第 五 中 学 校 14,265 15,755 30,020 25m１

1,001 1,001 40 3,804 3,844 片 浜 中 学 校 10,831 4,799 15,630 25m１�
※

1,768 1,768 7,130 7,130 金 岡 中 学 校 18,190 7,863 26,053 25m１

1,767 1,767 6,761 6,761 大 岡 中 学 校 13,951 7,816 21,767 25m１

908 908 9 6,042 6,051 愛 鷹 中 学 校 14,974 10,845 25,819 25m１

1,210 1,210 4,793 4,793 大 平 中 学 校 16,380 9,800 26,180 25m１

1,851 1,851 7,355 7,355 原 中 学 校 24,832 7,203 32,035 25m１

779 779 11 3,964 3,975 浮 島 中 学 校 12,658 4,470 17,128 25m１

1,359 1,359 6,174 6,174 今 沢 中 学 校 18,308 12,960 31,268 25m１

1,190 1,190 7,601 7,601 門 池 中 学 校 10,810 15,274 26,084 25m１

20,336 20,336 60 85,421 85,481 合　　　計 201,659 134,541 336,200 25m13

100.00 100.00 0.07 99.93 100.00 率（％） 59.98 40.02 100.00

校 舎 等 の 現 況

学 校 名

校 地 の 現 況

屋 内 運 動 場 校　　舎（部室含む）
運 動 場

校 舎
敷 地
そ の 他

合 計
プール
形個数木　造 非木造 合　計 木　造 非木造 合　計

1,294 1,294 9,052 9,052 静浦小中一貫学校 13,885 16,245 30,130 25m１�
小　１

1,157 1,157 3,291 3,291 長井崎小中一貫学校 12,095 7,390 19,485 25m１

986 986 3,685 3,685 戸田小中一貫学校 8,388 7,343
　※ 15,731

3,437 3,437 16,028 16,028 合　　　計 34,368 30,978 65,346 25m２�
小　１

100.00 100.00 100.00 100.00 率（％） 52.59 47.41 100.00

〔中 学 校〕� 令和６年５月１日現在（単位：㎡）

〔小中一貫学校〕� 令和６年５月１日現在（単位：㎡）

※　防衛庁補助による地区体育施設（ウィズスポーツ課所管）

※　戸田教職員住宅敷地を含む
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５．学校別就学前児童数
令和６年５月１日現在

年　齢学　校 ５　歳 ４　歳 ３　歳 ２　歳 １　歳 ０　歳

第 一 小 16 17 19 18 14 15

第 二 小 17 18 17 10 16 12

第 三 小 41 38 40 25 25 34

第 四 小 64 62 58 50 43 30

第 五 小 51 53 36 37 35 40

開 北 小 58 61 39 43 50 34

千 本 小 9 12 9 6 8 8

片 浜 小 64 42 56 42 60 48

金 岡 小 87 65 77 70 68 67

大 岡 小 56 62 52 45 61 47

静 浦 小 中 （小） 18 16 22 14 5 12

愛 鷹 小 93 93 101 94 96 77

大 平 小 18 14 9 16 15 7

長井崎小中 （小） 3 7 4 9 4 3

原 小 67 63 67 57 64 74

浮 島 小 25 26 24 30 18 17

香 貫 小 74 57 68 71 41 54

門 池 小 137 141 165 131 140 126

今 沢 小 34 27 32 29 19 24

沢 田 小 52 57 41 55 51 40

原 東 小 31 23 28 23 16 19

大 岡 南 小 88 80 78 93 68 79

戸 田 小 中 （小） 4 3 3 2 6 2

計 1,107 1,037 1,045 970 923 869
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６．就 学 援 助
教育の機会均等を確保するため、就学援助については各種の施策を講じているが、要保護及び準要
保護者に対しては就学援助関係法令に基づいて、教育委員会が援助費を支給している。また、特別支
援学級に通学する児童生徒に対しても奨励費を支給している。

７．進 学 と 就 職

学 校
学用品購入費等 新入学学用品費等 修学旅行費 学校給食費 医　療　費 合　　　計

人数 金　額 人数 金　額 人数 金　額 人数 金　額 人数 金　額 人数 金　額

小学校 1,002 11,946,811 109 5,698,912 126 3,243,458 822 38,711,356 0 0 2,059 59,600,537

中学校 814 15,463,322 282 8,886,000 207 11,637,786 580 31,547,558 0 0 1,883 67,534,666

計 1,816 27,410,133 391 14,584,912 333 14,881,244 1,402 70,258,914 0 0 3,942 127,135,203

学 校
学用品購入費等 新入学学用品費等 修学旅行費 学校給食費 通　学　費 合　　　計

人数 金　額 人数 金　額 人数 金　額 人数 金　額 人数 金　額 人数 金　額

小学校 102 401,739 12 270,735 10 88,690 86 2,078,213 28 584,330 238 3,423,707

中学校 65 360,075 9 271,174 11 315,032 43 1,207,004 6 74,035 134 2,227,320

計 167 761,814 21 541,909 21 403,722 129 3,285,217 34 658,365 372 5,651,027

令和５年度　 就学援助費決算額� （単位：人・円）

令和５年度　 特別支援教育就学奨励費決算額� （単位：人・円）

中学校（令和５年度卒業生）� （単位：人）

区分
学校名

卒 業 生 総 数 進 学 者 就　職・その他
男 女 計 男 女 計 男 女 計

第 一 中 30 26 56 29 26 55 1 0 1
第 二 中 20 22 42 19 22 41 1 0 1
第 三 中 84 82 166 82 81 163 2 1 3
第 四 中 53 44 97 52 43 95 1 1 2
第 五 中 83 60 143 78 60 138 5 0 5
片 浜 中 29 35 64 27 34 61 2 1 3
金 岡 中 88 85 173 87 83 170 1 2 3
大 岡 中 87 79 166 87 78 165 0 1 1
静 浦 小 中（中） 11 16 27 11 16 27 0 0 0
愛 鷹 中 52 51 103 50 50 100 2 1 3
大 平 中 13 8 21 13 8 21 0 0 0
長井崎小中（中） 10 11 21 10 11 21 0 0 0
原 中 60 53 113 59 53 112 1 0 1
浮 島 中 15 16 31 13 15 28 2 1 3
今 沢 中 32 36 68 32 33 65 0 3 3
門 池 中 63 57 120 62 57 119 1 0 1
市立高中等部 17 62 79 17 62 79 0 0 0
戸 田 小 中（中） 4 4 8 4 4 8 0 0 0

計 751 747 1,498 732 736 1,468 19 11 30

※新入学学用品費等は令和６年度入学者分を含む。

P36～P43の数値は学校基本調査等をもとにしています。
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８．教 育 研 修
教職員研修センター（かいこう舎）
「誇り高い沼津を創造する　貴き志を持つ人づくり」の実現に向けて、沼津市の子供に質の高い教育
を提供していく必要がある。教職員の専門職としての研修を充実させ、資質向上を図ることを目的と
して平成23年４月１日に設置した。

１　概　　　　　要
⑴　施　　設
◦所在地：〒410‐0881　沼津市八幡町97　青少年教育センター３階
◦電　話：951‐3425　ＦＡＸ：951‐7355

⑵　人　　員
所長１人、指導主事２人、事務職員１人 
研修アドバイザー４人、研修専門アドバイザー２人

２　業　務　内　容
⑴　「沼津市教育基本構想」に基づいた研修・研修会の運営、プログラムの作成
教職員自らが課題解決のために主体的に研修できるよう、学校や教職員のニーズにきめ細かく
対応するプログラムを作成し支援する。
①　集合研修（センター主催）
教職員の経験、年齢に応じて資質向上を目指した育成研修。
採用５年目までの教職員としての基礎的素養を育むための若手教員研修は、校長会と連携し
ている。
◦新任管理職　◦沼津中堅教員　◦新規採用教員　◦若手教員　◦教頭・事務職員
◦任期付職員等　◦拠点校及び特例校指導教員　◦児童生徒支援員

②　個別訪問研修（個別支援）
教職員個々の実態に応じて、話合いを深めながら必要な支援を行う研修。
研修アドバイザーの各学校訪問支援に加え、平成25年度から特別支援教育担当者による助言
を行っている。
◦新規採用教員　◦若手教員　◦任期付職員等　◦育休等からの復帰者
◦第Ⅶ期沼津中堅教員　◦新任校長及び教頭　◦拠点校及び特例校指導教員
◦特別支援教育に関わる新規担当者への訪問及び要請訪問

③　自主参加型研修
教職員のニーズに応じて参加できる研修で、自主参加を原則とする。
〈かいこう舎講座〉　◦学校経営・運営講座　◦法令講座　◦教育課程講座　
　　　　　　　　　◦論文作成講座　◦道徳授業づくり講座
　　　　　　　　　◦学級経営講座　◦授業づくり講座　◦特別支援教育講座
〈前、後期選択講座〉

④　研修支援
沼津教育振興会等が進めている研修や校内研修のサポート、研修センター職員の派遣、要望
に応じた講師紹介、教科等の自主研修会のサポート等を行う。

⑵　調査研究
◦全国学力・学習状況調査の結果分析（検証改善委員会の運営）
◦教科書採択に関する調査研究
◦研修センターが所蔵している資料等の提供
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⑶　沼津市教育研究奨励賞の選考
沼津市教育委員会は、奨励制度により教職員の研究意欲を高めるとともに、その研究実践の質
的向上を図り、本市の学校教育の健全な発展を目指している。
〈研究奨励制度の要領〉
①　研究は個人を対象とし、単独の自主的研究を主体とする。研究は実践に基づいたものを重
視する。
②　対象は、沼津市立の小・中学校及び幼稚園等に勤務する中堅教諭等資質向上研修を受講し
ていない、又は、本年度受講している教職員とする。
③　受賞者を発表するとともに、表彰状と記念品を授与する。
　　令和５年度は14人の応募があり、優秀賞２人、優良賞２人、奨励賞10人とした。

９．特別支援教育について
特別支援教育とは、平成18年度までの特殊教育の対象ではなかったLD、ADHD、高機能自閉症等
で通常学級に在籍する場合も含め、障がいのある児童生徒に対し、その一人一人の教育的なニーズを
把握し、当該児童生徒の持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するために、適切な指
導及び支援を行うものであり、全ての学校で実施されるものである。さらに、特別支援教育は、障が
いのある児童生徒への教育にとどまらず、全ての児童生徒が個々の違いを認め合いながら、様々な人々
が生き生きと活躍できる共生社会の形成の基礎となるものであり、現在及び将来の社会にとって重要
な意味を持っている。
現在、沼津市では、通常学級に在籍する特別な教育的支援が必要な児童生徒が年々増加している中、
各学校では特別支援教育コーディネーターを中心に特別支援校内委員会を設置し、該当児童生徒の支
援計画を作成して、継続的支援を行っていく体制を整備している。また、臨床心理士等を含む専門家
チームが巡回相談を通じて、より専門的な立場からそれぞれの学校に助言を行っている。さらに、児
童生徒支援員を配置し個に応じた支援の充実を図っている。

10．育成学級・通級指導教室
昭和31年、第四小学校に初めて特殊学級（現在の特別支援学級）を設置以来、本市では育成学級の
整備充実に努めてきた。令和６年度に香貫小学校・大岡南小学校に情緒学級が新設され、令和６年５
月１日現在では、小学校17校、中学校11校で 289人の児童生徒が在籍し、着々とその成果を上げている。
また、昭和45年４月には第二小学校に言語障害通級指導教室を設置、その後第三小学校に難聴通級
指導教室（児童数減少により、現在は一時閉鎖中）、平成20年４月に原東小学校に発達障がいに係る通
級指導教室を設置するなど、通常学級に在籍する障がいのある児童のための特別な指導体制を整えて
きた。
平成31年４月には、第四中学校に市内初となる中学校発達障害通級指導教室を設置した。以降、ニー
ズに合わせて、教室設置やサテライト校の開設を行っている。
なお、「育成教育・育成学級」という名称は、国の「特別支援教育・特別支援学級」のことで、この
名称は平成９年度から用いている沼津市独自の名称である。
このほか、本市においては育成教育の研究会があり、講演会や事例研究を通して障がいのある子供
を正しく理解し、各校での取組や実践を共有する場としての研修会を開くなど、教職員の資質向上を
図っている。さらに、こども未来創造課をはじめとして、沼津教育振興会、沼津市手をつなぐ育成会、
静岡県ことばと心を育む会等の協力団体とも連絡をとりあって、活発な活動を進めている。
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学　校　名 種別 学級数 設立年月日 備　　　　　考

第 一 小 学 校 弱視 ０ Ｓ46．４ Ｈ17～閉級
知的 １ Ｓ37．４ Ｈ10～閉級　Ｈ13～再設

第 三 小 学 校 知的 ２ Ｓ47．４
情緒 ０ Ｈ14．４ Ｈ30～閉級

第 四 小 学 校 知的 ２ Ｓ31．６ Ｈ５～閉級　Ｈ11～再設
情緒 １ Ｓ50．４

第 五 小 学 校 情緒 １ Ｈ15．４
開 北 小 学 校 知的 １ Ｈ22．４
千 本 小 学 校 弱視 ０ Ｈ18．４ Ｈ24～閉級

片 浜 小 学 校 知的 １ Ｓ49．４ Ｈ14閉級　Ｈ15～再設　Ｈ26～閉級�
Ｈ30～再設

情緒 １ Ｈ４．４ Ｈ11～閉級　Ｈ18～再設

金 岡 小 学 校 知的 ４ Ｓ34．４
情緒 １ Ｈ２．４

大 岡 小 学 校 知的 １ Ｓ48．４ Ｈ12閉級　Ｈ13～再設
情緒 １ Ｓ57．４ Ｈ27～閉級　Ｈ30～再設

静浦小中一貫学校（静浦小学校） 知的 １ Ｈ22．４
情緒 １ Ｒ３．４

愛 鷹 小 学 校 知的 １ Ｈ16．４
大 平 小 学 校 知的 １ Ｒ４．４

原 小 学 校 知的 ３ Ｓ47．４
情緒 １ Ｒ５．４

香 貫 小 学 校 情緒 １ Ｒ６．４

門 池 小 学 校 知的 １ Ｈ28．４
情緒 ２ Ｈ28．４

今 沢 小 学 校
知的 ３ Ｈ10．４
情緒 ３ Ｈ10．４
病弱 ０ Ｈ10．４ Ｈ14～閉級

戸 田 小 学 校 知的 １ Ｈ17．４ Ｈ23～閉級　Ｈ30～再設　Ｒ４閉級�
Ｒ５～再設

情緒 ０ Ｒ４．４ Ｒ６～閉級

大 岡 南 小 学 校 知的 １ Ｈ25．４
情緒 １ Ｒ６．４

学　校　名 種別 学級数 設立年月日 備　　　　　考

第 一 中 学 校 知的 １ Ｓ41．４ Ｈ13～閉級　Ｈ17～再設
情緒 １ Ｒ３．４

第 三 中 学 校 知的 １ Ｓ48．４ Ｈ９～閉級　Ｈ14～再設　Ｈ19～閉級�
Ｒ５～再設

情緒 １ Ｒ４．４

第 四 中 学 校 知的 １ Ｓ33．４
情緒 ０ Ｓ54．４ Ｈ11～閉級　Ｈ22～再設　Ｒ２～閉級

第 五 中 学 校 情緒 １ Ｈ31．４
片 浜 中 学 校 知的 ０ Ｒ３．４ Ｒ６～閉級

金 岡 中 学 校 知的 ２ Ｓ39．４
情緒 １ Ｈ４．４

大 岡 中 学 校 知的 ３ Ｈ19．４
原 中 学 校 知的 ２ Ｒ３．４

今 沢 中 学 校 知的 ４ Ｈ11．４
情緒 １ Ｈ11．４

静浦小中一貫学校（静浦中学校） 知的 １ Ｈ23．４
情緒 ０ Ｈ29．４ Ｒ４～閉級

【小　学　校】　児童数 189人� 令和６年５月１日現在

【中　学　校】　生徒数 100人

令和６年度　沼津市育成学級等設置校一覧表



47

学　校　名 種別 学級数 設立年月日 備　　　　　考

戸 田 中 学 校 知的 １ Ｈ20．４ Ｈ23～閉級　Ｒ４～再設
情緒 １ Ｒ４．４ Ｒ５～閉級　Ｒ６～再設

門 池 中 学 校 知的 １ Ｒ２．４
情緒 １ Ｒ３．４

学　校　名 種別 学級数 設立年月日 備　　　　　考
第 二 小 学 校 言語 ２ Ｓ45．４
愛 鷹 小 学 校 言語 １ Ｒ６．４
原 東 小 学 校 発達 １ Ｈ20．４
第 四 小 学 校 発達 ３ Ｈ23．４ Ｒ６～戸田小学校にサテライト教室開設
大 岡 小 学 校 発達 ２ Ｈ29．４ Ｒ５～門池小学校にサテライト教室開設
原 小 学 校 発達 １ Ｒ５．４
大 岡 南 小 学 校 発達 １ Ｒ６．４
第 四 中 学 校 発達 ２ Ｈ31．４ Ｒ５～大岡中学校にサテライト教室開設
原 中 学 校 発達 １ Ｒ５．４

【通級による指導校】　児童生徒数 221人

11．教科等指導リーダー・研究員制度
教科等の指導力向上を目的として、市立小中学校教職員の中から教科等別に教科等指導リーダー及
び教科等研究員を委嘱している。教科等指導リーダー及び教科等研究員は教科等ごとに研究チームを
構成し、チーム内で研究授業を行い、その成果を検証している。令和元年度には、本市独自の教科で
ある言語科（言語読解）の研究チームを新たに立ち上げた。各研究チームの研究成果をまとめた報告
書を校務支援ネットワークにアップロードし、全教職員が閲覧できるようにしている。

12．各 種 事 業
児童生徒が日常で習得した成果を発表する場として下記の事業を開催している。
⑴　中学校英語弁論大会

市内各中学校から選出された生徒が、自作の英文で英語の弁論を行うもので、上位入賞者は東
部大会へ出場する。
⑵　小・中学校美術展

出品種目は絵画・工作・版画・工芸彫塑・デザイン・書写など、平常学習時における優秀作品
について校内審査のうえ展示する。
⑶　小・中学生科学研究奨励賞

優れた科学研究を賞揚し、さらに、研究心の向上発展を期するため、児童生徒研究作品展に参
加した理科研究と、各種団体の主催する科学研究発表会に参加した研究の中から８点程度を選考
し、教育長が表彰する。
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13．学 校 保 健
学校保健会が、学校保健の進展を図り、その施策に寄与する目的をもって各部会を組織し、保健思
想の普及啓発、学校における保健施設または経営に対する努力、学校保健に関する調査研究、学校保
健関係者の指導及び研修、学校保健資材のあっせん等の活動を展開し実績をあげている。

学校保健会事業（令和５年度）

⑴　学校医部会

①　定期健康診断の実施
②　各種検診の実施
ア　心電図（心臓）検診
イ　結核対策委員会
ウ　生活習慣病予防検診等検診事業の推進
エ　市内小中学生の尿検査・腎臓検診の推進　　腎検診判定委員会の開催
オ　脊柱側わん症検診の実施
③　就学時健康診断の実施
④　講演会の開催及び参加
⑤　各種検診事業についての研修会

⑵　学校歯科医部会

①　定期健康診断の実施
②　就学時健康診断の実施
③　カラーテスターによる歯みがき指導

学校歯科医、学校長、養護教諭のもとに歯の衛生予防検診を行う。その一環として学校給
食後の歯みがき指導を行う。

④　「歯と口の健康週間」関連行事の実施
ア　歯科衛生に関する図画・ポスターの募集及び優秀作品の表彰・展示
目的：「むし歯予防」をテーマに、図画・ポスター及び標語の制作を通して衛生思想の向上を

図る。
対象：市内小・中学校児童生徒
表彰：図画・ポスターは、小学校低学年、同高学年、中学校、特別支援学級の各部門に分け

て、計４点を選び表彰する。標語は、中学校から１点選び表彰する。
展示：全作品
イ　歯科保健優良校の表彰
日頃の歯の保健衛生活動の成果をまとめて、その中から優良校を選び表彰する。

⑤　各種研修会への参加

⑶　学校薬剤師部会

①　市立小中学校のプール水の水質検査
②　中学校全学年及び小学校高学年（５・６年生）を対象とした薬学知識の普及及びその研修会
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　　（薬物乱用防止講座・薬学講座）
③　学校薬剤師・養護教諭を対象とした研修会
④　学校環境衛生定期検査
⑤　全国一斉環境調査
⑥　学校給食調理場の定期検査
⑦　各種研修会への参加

⑷　校長部会

①　定期健康診断についての学校毎の指導
ア　学校毎の健康診断の計画・準備と実施、事後指導
イ　学校保健安全計画並びに保健室経営、保健だより等の指導
②　学校保健委員会の組織と運営
③　就学時健康診断の実施
④　各種研修会への参加

⑸　保健主事部会

①　定期健康診断の実施についての連絡調整
②　学校保健委員会の企画と運営
③　食物アレルギーについての研修
④　静岡県学校保健研究大会への参加
⑤　性教育の推進
⑥　就学時健康診断の実施についての連絡調整

⑹　学校保健部会

①　定期健康診断の実施
②　尿検査、心臓検診、生活習慣病検診の実施並びに協力
③　学校保健委員会の企画と運営
④　沼津市学校保健会養護教諭研修会の実施
⑤　給食部会との合同研修会開催
⑥　静岡県学校保健研究大会への参加
⑦　就学時健康診断の実施についての連絡調整
⑧　性教育の推進
⑨　学校保健統計資料「すこやか」の編集

⑺　給食部会

①　学校保健部との合同研修会開催
②　研修会、研究会への参加及び研修視察
　　◦静岡県学校給食研究大会　◦静岡県学校保健研究大会
③　沼津教育振興会給食部との合同事業
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項目 小 学 校 中 学 校 市 立 高

学 習 時

体 育 111 133 4

図 工 ・ 美 術 14 3 0

理 科 5 7 0

技 術 ・ 家 庭 5 2 0

そ の 他 25 0 0

特 別 活 動
（学校行事を除く）

ク ラ ブ 3 0 0

学 級 活 動 14 5 0

清 掃 12 3 0

そ の 他 7 9 0

学 校 行 事

遠 足 1 0 0

運 動 会 1 3 1

そ の 他 1 1 1

休 憩 時

休 憩 時 間 118 20 0

昼 休 み 88 25 0

始 業 前 12 1 1

終 業 後 4 3 0

そ の 他 10 0 0

登 下 校
登 校 時 31 9 0

下 校 時 33 7 0

そ の 他 部 活 動 119 18

負傷・ 疾病 障 害 死 亡 計

小 学 校 2,793,383 0 0 2,793,383

中 学 校 3,367,561 0 0 3,367,561

市 立 高 791,667 0 0 791,667

市 立 幼 稚 園 0 0 0 0

合　　計 6,952,611 0 0 6,952,611

⑶　管理下別発生件数

⑷　日本スポーツ振興センター災害共済給付金支給内訳 （単位：円）



52

15．学 校 給 食
本市学校給食は、昭和22年に開始され、現在、小学校は23校全校と、中学校18校のうち17校が完全
給食で、残り１校は牛乳のみ給食している。
調理場は単独調理場（14か所17校）、共同調理場（10か所24校（大平幼稚園含む））で実施している。
第五中学校共同調理場（平成12年５月開設）、第三中学校共同調理場（平成17年１月開設）、第四小学
校共同調理場（平成19年１月開設）、静浦小中一貫学校単独調理場（平成26年４月開設）及び門池小学
校共同調理場（令和２年４月開設）は、ドライシステムにより、衛生管理の充実が図られている。
また、第三中学校共同調理場、第五中学校共同調理場、大平小学校共同調理場、第四小学校共同調
理場、原小学校共同調理場、金岡小学校共同調理場、第一小学校共同調理場、門池小学校共同調理場
及び愛鷹小学校共同調理場では調理業務を民間委託し、学校栄養士の指示の下に、日々の作業が行わ
れている。
令和６年度は、学校給食室を学校管理課に移管するとともに、指導主事（栄養教諭）を１人配置し
て体制の強化を図っている。また、栄養教諭11人が市内の10校に配置されている。

⑴　実施状況

小　　　　学　　　　校（23校） 中　　　　学　　　　校（18校）

学　校　名 対象人数
専　従　者

学　校　名 対象人数
専　従　者

栄養士 調理師・調理員 栄養士 調理師・調理員
第 一 小 232 1 民間委託 第 一 中 128 第一小で調理
第 二 小 97 1 2 第 二 中 85 第三中で調理
第 三 小 262 第四小で調理 第 三 中 387 1 民間委託
第 四 小 414 1 民間委託 第 四 中 212 第三中で調理
第 五 小 332 1 4 第 五 中 392 1 民間委託
開 北 小 333 1 4 片 浜 中 165 第一小で調理
千 本 小 51 1 2 金 岡 中 501 金岡小で調理
片 浜 小 297 1 4 大 岡 中 396 第五中で調理
金 岡 小 660 1 民間委託 静浦小中一貫（中） 79 1 4
大 岡 小 407 1 5 愛 鷹 中 275 1 4
静浦小中一貫（小） 120 小中一校で共同 大 平 中 73 大平小で調理
愛 鷹 小 552 1 民間委託 長井崎小中一貫（中） 45 1 3
大 平 小 149 1 民間委託 原 中 311 原小で調理
長井崎小中一貫（小） 57 小中一校で共同 浮 島 中 96 愛鷹小で調理
原 小 482 2 民間委託 門 池 中 392 門池小で調理
浮 島 小 186 愛鷹小で調理 今 沢 中 231 1 6
香 貫 小 441 1 5 中 等 部 239 牛乳給食
門 池 小 859 1 民間委託 戸田小中一貫（中） 27 1 3
今 沢 小 322 今沢中で調理
沢 田 小 269 1 4
原 東 小 187 1 4
大 岡 南 小 457 1 6
戸田小中一貫（小） 29 小中一校で共同
合　　計 7,195 18 40 合　　計 4,034 7 20

※対象人数は５月１日調べの児童生徒数
※専従者は産休・育休・病休中の者を除く

令和６年５月１日現在
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⑵　学校給食費

学校給食は、学校給食法に基づき、施設整備や人件費は市が負担し、その他の食材等の調達経
費等は保護者からいただく学校給食費を財源としている。燃料費と洗剤については昭和51年度か
ら市費で負担し、保護者の負担軽減を図っている。
学校給食の栄養価等は学校給食実施基準に定められ、給食単価は基準を満たす給食を提供する
ための金額としている。また、平成28年度に学校給食委員会を設置し、学校給食費に関する意見
を徴し給食費の適正化に努めている。
令和３年度には、これまで教職員が行ってきた学校給食費の徴収や滞納整理を市が担うことで、
教職員の負担を軽減し、授業内容の充実や児童生徒に向き合う時間を確保することでよりよい教
育環境を構築するため、学校給食室を設置し、学校給食会計を公会計化した。
令和４年度は食材費などが高騰する中で、10月以降の給食費を約10％増額したが、地方創生臨
時交付金を活用し、無償化を実現した。
令和５年度及び令和６年度は引き続き食材費が高騰する状況にあることから、10％相当の増額
分については市が負担し、保護者等に請求する金額は前年同額に据え置くことで、子育て世帯の
負担軽減を図る。

１食にかかる学校給食費　　　　　　　　　　　（うち保護者負担額）
小学校	 304円	 （276円81銭）
中学校（中等部を除く）	 363円	 （330円60銭）
中等部（牛乳給食）	   65円	 （  54円89銭）

⑶　研究状況

栄養士部会では、次年度献立を年間分作成し、献立に基づいた指導資料・年間給食指導計画等
を提供している。
また、「食に関する指導」について、給食主任・栄養教諭・学校栄養職員を中心に計画的に研修
を進めたり、給食だよりや献立予定表の配布等を通して家庭との連携を図ったりしながら食育の
推進に努めている。

16．中学校部活動改革推進事業
令和４年12月にスポーツ庁及び文化庁が「学校部活動及び地域クラブ活動の在り方等に関する
総合的なガイドライン」を公表し、中学校部活動を地域移行する方向性が示されたことを受け、
本市においても、具体的な対応が求められることとなった。
令和５年度に関係者等で構成した沼津市部活動改革検討協議会を設置し、５回の協議とパブリッ
ク・コメントを経て、取組の方向性や移行目標年度等を示した「沼津市部活動地域移行取組方針」
を令和６年５月に策定した。また、部活動コーディネーターを配置し、学校やスポーツ団体等と
の調整を図り実証事業を展開している。


